
 

 

 



いま、あなたのすんでいるまちには、なにがありますか？ 

 

コンビニ？               レストラン？   

        

びょういん？           スーパーマーケット？ 

     



わたしたちのまちには、いろいろなものがありますね。 

でも、まちはずっとまえから、いまのようだったわけではありません。 

おとうさん、おかあさんがちいさかったころから、 

すこしずつ、かわってきています。 

 

 

 



むかしは、こんなにあちこちにコンビニはありませんでした。 

    

イオンのような、おおきなショッピングセンターも 

あまり、ありませんでした。    

 

そして、わたしたちイスラームきょうとのだいじなばしょ、 

モスクもあまりありませんでした。 

 



むかしは、モスクはかぞえるほどしかありませんでした。 

でも、いまでは、どこにいっても、モスクがあります。 

わたしたちのおいのりするばしょ、べんきょうするばしょがあります。 

アルハムドゥリッラー。 

 

 

では、あなたたちが、おおきくなるころ、 

わたしたちのまちはどうかわっているでしょう？ 

 

 

 



ハラールのファミリー・レストランができているかもしれませんね。 

 

 

ムスリムのがっこうができているかもしれません。 

 

ムスリムのおいしゃさんがいっぱいいるかもしれません。 

 

 

 



どこにすんでいても、 

あるいていけるきょりにモスクがあるかもしれません。 

 

ムスリムのおみせがたくさんできているかもしれません。 

ほんやさんに、            ふくやさん。 

         

 

ハラールのパンやさんに、        ケーキやさん。 

         

 

かんがえるだけで、ウキウキしてきますね。 



では、みらいのまちをつくるのは、だれだか、しっていますか？ 

それは、あなたです！ 

いま、こどものあなたたちが、おおきくなって、 

みらいのまちをつくるのです。 

 

あなたたちが、おおきくなったとき、 

どんなまちになっていてほしいですか？ 

いちど、かんがえてみてください。 

そして、あなたたちが、おおきくなったとき、 

ゆめのイスラミック・タウンをじつげんさせてください。 

 

 


